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【資料１】グループ経営の効果の具体的事例

２．業務の効率化
業務内容・規模に応じた最適な組織体制を子会社において構築することにより業務の効率化と人件

費縮減を実現できるとともに、機動的な人材活用が可能となる。また、親会社の機能の一部移管により
親会社組織のスリム化を実現できる。

維持事務所の廃止等の保全部門 △３７人

工事積算部門、調査設計部門 △４人

営業部門 △４人

【グループ全体での平均年間給与】
※所定内給与（各種手当込・残業代除く）

【親会社組織効率化(H17とH21の比較)】
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人件費縮減額 △４．２億円 (親会社の当該部門における組織

スリム化に相当する縮減額)

１．品質（管理水準）の確保・向上
親会社との明確な資本関係の構築、理念・ビジョン等の共有、連結決算を通じた経営の透明化な

どによりグループガバナンスを構築し、品質（管理水準）の確保・向上の徹底が可能となる。

累積補修率（右軸）

補修件数（左軸）
（当該年度までに発見された損傷
に対する補修率）

H18 48％ → H22 78%に向上

【事例】 お客さま満足度の向上【事例】 補修件数、累積補修率の向上

・ 複数工事における足場の有効利用
・情報システムを活用した損傷情報の共有
による補修効率化
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【資料１】グループ経営の効果の具体的事例

４．緊急性・機動性
特異な事故・気象事象等により、「安全・安心・快適な道路サービス」の維持のためには通常の

子会社の役割・機能分担では迅速な対応が困難な場合であっても、役割分担の柔軟な運用により、
機動的に管理４業務を実施できる。

【事例】構造物等の損傷・障害の発見から補修・修復までのリードタイムの短縮

３．技術・ノウハウの集約
安定的・継続的な業務の実施を通じて構造物や業務の特性に習熟し、技術力・ノウハウの集約・

蓄積が図られることにより、業務の効率化や品質（管理水準）の確保・向上に寄与する。

0:44
0:36

0:31

0:11

0:28

0:00

0:10

0:20

0:30

0:40

0:50

H18 H19 H20 H21 H22

(h)

システム障害発生から修復までの時間の推移

（対象設備：VICS  トンネル防災、営業管理、電力・通信等の各種設備）
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H18 371日 → H22  74日 297日の短縮

土木構造物の損傷発見から補修までのリード（年度平均）の推移

損傷に対応した有効な
補修対策を迅速に決定

【事例】雪氷対策時のトール会社の対応 【事例】交通管理隊のポットホール補修による補修の効率化及び規制時
間の短縮

従前の阪神高速技術㈱による緊急対応
（平均処理時間：３．０時間）から、阪神高
速パトロール㈱による緊急対応（平均処理
時間：０．５時間）に切り替え、高速道路の
安全性向上、規制時間の短縮による渋滞
損失の縮減に寄与。

雪氷対策時に、料金
所スタッフが料金所部
において、凍結防止剤
の散布や機器類の除
雪作業を実施。


